
 

 

 

 

 

  消防局では、「市民の生命、身体及び財産を災害から守る」という使命のもと、火災や大規模災害時の 

 被害軽減を図るため、消防車両の更新や女性消防職員の活躍推進を始めとした人材育成等、消防体制の 

 充実強化に取り組みます。 

  また、一昨年から続く木造の市場・商店街等における大規模火災を受け、火災予防対策の強化に取り組 

むとともに、映像や体験型訓練を活用した火災予防啓発、消防団活動や市民防災活動への支援などを通じ 

て、地域全体で災害対応力を高める取り組みを推進します。 

  さらに、高齢化等による救急需要の増加に対応するため、デジタル技術を活用した救急体制の充実強化 

に取り組み、災害に強い「安らぐまち」の実現を目指します。 

 

 

 

  令和６年の救急件数は、昨年に引き続き過去最多を更新するペースで増加しており、救急体制の強化が 

必要不可欠となっています。 

これらを補完するため、消防体制を維持しつつ可能な見直しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 公開時点での予算要求の内容であり、令和７年度に実施することが確定しているものではありません。 

「安らぐまち」の実現       要求額 １,８９１百万円（対前年度 ▲２８．３％） 

 

  

 

あらゆる災害に対応するための消防体制の整備  

 ① 消防体制の充実強化             

 ② 人材育成・能力向上         

  新 女性消防職員の活躍推進     

 ③ 消防施設の整備 

 ④ 消防車両等の整備       

  拡 非常備車両更新 

 

 一般会計要求総額  ２,７５５百万円 

  対前年度     ▲２０.２％ 

※主に更新計画に基づく車両更新台数の減。 

新 ：新規事業 拡 ：拡充事業 

【令和７年度 予算要求の方針】 

【模様替えの考え方】 

【令和７年度 予算要求の基本的な考え方】 

救急体制の強化                   

 ⑤ 救急体制の充実強化 

  拡 救急需要増大に伴う救急車の増台  

  ・ ＩＣＴを活用した救急搬送スピードアップ 

  ・ 救急車の更新 

  ・ 救急救命士の資格取得 

 ⑥ 救急活動の質の向上 

 ⑦ 市民による応急手当の普及啓発活動の推進 

 

地域における災害対応力の向上 

 ⑩ 消防団の充実強化 

⑪ いきいき安心訪問の推進 

⑫ 市民防災活動への支援 

 

火災予防対策の強化 

⑧ 火災予防対策の強化 

拡 火災予防の推進 

⑨ 防火査察の強化 

 



(単位：千円）

No
新規
拡充

事業名 事業費 一般財源 事業概要及び模様替えの考え方

「稼げるまち」の実現

「彩りあるまち」の実現

「安らぐまち」の実現

1 新
女性消防職員の
活躍推進

9,875 9,875

【事業概要】
　女性消防職員が活躍できる職場作り
を行い、組織と職員の成長を図る。
　また、女性受験者獲得のため、採用
広報を強化する。

2 拡
救急需要増大に
伴う救急車の
増台

99,568 29,768

【事業概要】
　増大する救急需要への対策として運
用する救急隊を増やし、市民のニーズ
に応えるため救急車を２台増台する。

3 拡 火災予防の推進 3,786 286

【事業概要】
　市民の防火意識を醸成するため、地
域ぐるみの防火訓練や映像を用いた啓
発活動を行うなど、効果的な火災予防
の普及啓発を推進する。

4 拡 非常備車両更新 112,080 180

【事業概要】
　指揮車１台を始めとして、普通消防
ポンプ自動車４台、小型動力ポンプ付
積載車３台の更新を行い、適正な消防
力を確保する。

5
ICTを活用した
救急搬送
スピードアップ

19,298 19,298

【事業概要】
　患者情報を早期に医療機関と共有で
きる「患者情報管理システム」によ
り、迅速な搬送を実施する。

【模様替えの考え方】
　消防体制を維持しつつ可能な見直し
を行い、救急体制の整備へ充当した。

6 救急車の更新 161,172 10,425
【事業概要】
　更新年限を迎える救急車４台を更新
し、適正な救急体制を確保する。

重点的に取り組みたい主なもの

　該当なし

　該当なし



(単位：千円）

No
新規
拡充

事業名 事業費 一般財源 事業概要及び模様替えの考え方

重点的に取り組みたい主なもの

7
救急救命士の
資格取得

14,932 14,735

【事業概要】
　薬剤投与や気管挿管など、高度な処
置が行える救急救命士を計画的に養成
し、救急活動の質の向上を図る。


